
プラザ通信
まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「7月下旬発行予定」です。8月以降の情報をお待ちしています。
下記の合人社ウェンディひと・まちプラザまでお送りください。［5月末日必着］

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

平成29年3月29日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。

第11回まちづくり市民交流フェスタ開催報告
平成28年11月19日（土）、20日（日）の両日、合人社ウェンディひと・

まちプラザ（まちづくり市民交流プラザ）とその周辺を会場に、「まち
づくり市民交流フェスタ2016」を開催しました。
当日は、オープニングセレモニーでの「広島少年合唱隊」の子ども

たちによる素敵な合唱から始まり、華やかなステージ、飲食ができ
る屋外のバザー、参加団体の活動成果の展示や体験のコーナー、映
画の上映、大学生による体験コーナーなどが開催され、年齢性別を

問わず楽しめる2日間となりま
した。
また、今年度は「まちづくり

ボランティア人材バンク」の設
立20周年に当たることから、
人材バンクに登録する皆さま
で検討を重ねた記念事業「人
材バンク達人祭」や日本NPO
センター代表理事の早瀬昇氏
を招いての「まちづくりボラン
ティア人材バンク設立20周年
記念講演会＆パネルディス
カッション」を同時開催し、大
変好評をいただきました。

この「まちづくり市民交流フェスタ」は、広島市内近郊で市民活動
や生涯学習活動などに取り組んでいる団体・グループの皆さまが、日
頃の活動成果の発表や活動の
紹介、情報発信などを行うとと
もに、参加団体同士や来館さ
れる市民の皆さまと交流を深め、
活動の輪を広げていくことを目
的に開催しています。
フェスタ当日は、広島市内で

たくさんの行事やイベントが開
催されていましたが、5,160人も
の方々にご来場いただき、市民
活動や生涯学習活動、そして当
プラザを身近に知っていただく
最良の機会になりました。
今年度の「まちづくり市民交

流フェスタ」は終了しましたが、
4月以降、次のフェスタに向け
て動き始めます。詳細が決まり
ましたらこの「らしっく」誌上で
も情報を発信していきますので、
ぜひご覧ください。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！

▲フェスタ当日の様子 ▲「人材バンク達人祭」の様子

▲記念講演会＆パネルディスカッションの様子

本通交番

地域で活躍、輝く女性
CLOSE UP

▶H㎡助成支援団体のご紹介 ▶人材バンク 名人 宝人 達人 ▶ようこそ！公民館へ～南区内公民館～
▶らしっくレポート ひろ記者が行く・選手自らが教えてくれるバスケット観戦の極意！！
▶らしっくコラム・市民の意識で社会をもっと変えよう ▶情報の森 ▶プラザ通信

連載

ママだって子どもと一緒に趣味を満喫、地域活動にも参加
広島ママブラスpeace

女性がいきいきと暮らせる社会の実現のために
多角的な活動に取り組む

特定非営利活動法人ひろしま女性NPOセンター未来

女性の視点を大切に、おひとりさまを支える地域づくりを
高齢社会をよくする女性の会・広島
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つくし／トクサ科の多年草。
スギナの胞子茎をいう。3月
ごろから日のあたる土手や畦
道に生える。筆のような形を
しているのでこの名がある。

広島市
青少年
センター



「メンバーの大半は、中学校や
高校での吹奏楽経験者です。コ
ンクールで入賞を目指して必死に
取り組んでいた人もいれば、楽し
んで演奏していた人もいます。結
成して２、３年の頃は経験してき
た環境が違う人たちの目的意識
を同じようにすることは大変でし
たが、共通していたのは、“皆で
一緒に音を出すことが楽しい”という思い。その気持ちを忘れずに、
どうすればメンバー皆が同じ方向を向いてくれるのかを考え、常に
それぞれのレベルの一歩上を目指して練習に取り組むように意識
づけしていたところ、次第に一つにまとまってきました」。

家族のサポートが活動を支える、
子どもの成長とともに夢も広がる
演奏会を重ねるにつれて、演奏する自分たちが震えるほどの感
動を覚えるという「広島ママブラスpeace」の活動。その活動の中
で欠かせないのが、メンバーの家族の理解と協力です。
「練習は月４回ほどありますが、それぞれに家庭があり、子育て
の環境も異なります。しかしその中で、一人一人が他のメンバー
の立場を尊重し、理解しているからこそ10年も活動を続けてこら
れたと思います。もちろん、練習や演奏会に参加することを理解し、
サポートしてくれる家族にも感謝しています」と指揮を務める宮武
さん。
演奏会では、家族や友人、同世代の子どもを持つ方々から「マ

マパワーに感動した」「自分も何か始めてみたい」といった感想が
寄せられ、それもメンバーの励みになっています。
また普段の練習は、練習場所に隣接する部屋を借りて、子ども
同士が遊んだり、勉強したりする場を作っている他、小さな子ども
を抱っこして演奏するメンバーもいるそうです。
「メンバーの子どもは０歳～高校生までと幅広いのですが、最近
は小学生が多くなり、演奏に合わせて親子合唱にも挑戦していま
す。もう数年すると中学校、高校へ進学する子どもたちが増える
ので、一緒に楽器を演奏できるようになると、また違った楽しさが
出てきますね」。
子どもの成長に合わせて、「広島ママブラスpeace」も成長を遂げ

ようとしており、これからの活動に、大きな夢と可能性を感じました。

ママだって子どもと一緒に趣味を満喫
地域活動にも参加

「広島ママブラスpeace」の皆さん

広島ママブラスpeace http://brasspeace.web.fc2.com/

女性がいきいきと活躍することは、地域社会の活性化につながります。
今回は女性が中心となってさまざまな活動に取り組む団体を紹介します。

地域で活躍、輝く女性

音を出すことに喜びを感じ、感動を覚える
平成19年３月に、子育ての最中だけど音楽を楽しみたい、乳幼

児や子どものいる家族も皆で一緒に楽しめる音楽を届けたい、そ
んな思いを持った清水寿代さんの呼びかけに応じた宮武美酉さ
んら、広島市とその近郊に住むママたちで結成したのが「広島マ
マブラスpeace」です。
「当時、全国的にママブラスがはやっており、中学・高校時代に
吹奏楽部だった私も音楽活動を再開したくなりましたが、広島市
で活動しているママブラスが見当たらなかったので自分たちで作
ることにしました。インターネットの交流サイトを通じて呼びかけたと
ころ、同じような思いだった人たちが集まりスタートしました」と代表
を務める清水さんは当時を振り返ります。
10人ほどでスタートした「広島ママブラスpeace」に、音楽講師

の経験があり、指揮もできる宮武さんも参加。広島市青少年セン
ターを拠点に練習を重ねて、結成からわずか10ヵ月後の12月には、
30人ほどのメンバーで初めての演奏会を同センターで開催しました。

「初めての演奏会を複数のメディアに取り上げていただいたお
かげで、それを見た方からの参加希望が相次ぎました」。メンバー
は、その後も増え続けて結成から10年目となる現在は55人が在籍。
毎年８月最終日曜日の定期演奏会、そして幼稚園や保育園への
訪問演奏に向けて、広島市出島福祉センターを拠点にして月４回
の練習をしています。

CLOSE
UP

▲ 定期演奏会の様子

【表紙写真】 子どもと一緒に練習する様子

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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▲ 子どもと一緒に練習する様子

▲ 清水寿代さん（左）と宮武美酉さん（右）
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「女性」「暮らし」「高齢期」をキーワードに
平成17年に、広島で「高齢社会をよくする女性の会第24回全
国大会・広島」が開かれたのをきっかけに、平成18年５月に発足
したのが「高齢社会をよくする女性の会･広島」です。
「全国大会は、以前から面識のあった「高齢社会をよくする女
性の会」の代表樋口恵子さんから、『広島でも全国大会を引き受
けて欲しい』という依頼があり開催することとなりました」と語るの
は代表の春日キスヨさん。全国大会の実行委員を中心に、大会
後も継続して何らかの形で「学びの場」として継承していきたいと
いう声が上がり、広島での活動が始まりました。
「女性」「暮らし」「高齢期」をキーワードに女性の視点から、さ
まざまな問題の解決に向けて取り組みを続け、平成27年には活
動10周年を迎えました。記念行事として「介護問題」についてシ
ンポジウムを開き、平成28年には広島市の地域支援事業の取り
組みについて議論を交わし、問題点を幅広く訴えています。
この10年間で変わらないのは、老いてひとり暮らしをする「私」
が幸せに生きるためには、“私が変わること”“社会を変えること”、
この２点が重要な考え方という点です。社会が劇的に変わる中で
生き抜いていくためには、その人それぞれが変わり続ける力を持
つことが不可欠と考えています。

迫りくる高齢化社会の問題解決に向け、
自己意識改革と必要な知識を身につける
暮らしていく上でのさまざまな
問題解決の取り組みの一つとし
て、助成を受け平成24年に「認
知症行動マップ」を、平成26年
には「がん行動マップ」を作成。
マップを広く社会に普及させるこ
とによって社会を変えていくこと
を目指し、聞き取り調査や合宿、
年10回以上の勉強会を重ね完
成させたそうです。
他にも「ひとり暮らし」の知恵

を会員同士が交換し合う「おひ
とりさまカフェ」を２ヵ月に一度開
催。ひとり暮らしの身に、いざ何
かあった時の危機対応能力を
参加者全員が身につけることができるように取り組んでいます。
さらに、「人生100年時代のライフプラン」と題して、80歳代でと

どまるライフプランを100歳まで生きる時代に組み替える３回連続
のワークショップを開催。そのいずれもが、参加者からは高評価
を集めているそうです。こういった一人一人の自己意識の変革が、
住むまちの介護保険のあり方について議論を重ねるソーシャルア
クションにもつながる力になっていきます。こうした活動は、高齢化
により地域の互助力も弱くなり、大都市のようにNPOや充実した
ケアサービスにも恵まれない地方都市だからこそ、重要だと考え
ています。
「会の立ち上げから10年以上が経ち、５年後、10年後と次の
世代に向けてバトンをつないでいくことを考える時期に差し掛かっ
ています。その中で、在宅ケアなどの高齢者問題が多くなるこれ
からの時代を、どう乗り越えて生きていくのか。試行錯誤を続けな
がら、引き続き自己意識の変革に取り組んでいきます」と、春日さ
んは今後取り組むべき課題とビジョンについて語ってくれました。
全ての人が避けて通ることがで
きない、さまざまな社会問題の
解決に向け、女性ならではの
視点で真摯に取り組む皆さんの
姿勢に、強い思いを感じました。

特定非営利活動法人ひろしま女性NPOセンター未来
http://www.npomirai.com/ http://www.wabashiroshima.org/

女性が自分らしく生きやすいまちづくりのために
４つの活動に取り組む
広島県が男女共同参画社会の実現を目指し開講した、人材

養成講座「ひろしま女性大学」の修了生を中心に、平成15年４
月に結成されたのが「特定非営利活動法人ひろしま女性NPO
センター未来」です。
女性が自立し一生を通していきいきと暮らしていけるまちづくり

に貢献することを目的とし、４つの活動をしています。「ひろしま
女性大学で学んだことを、継続していきたいと考えてこの団体を
立ち上げました。活動の一つ目は、結成のきっかけとなった男女
共同参画啓発事業、二つ目は女性の就業・起業支援、三つ目
は人と人とが紡ぐまちづくり、四つ目は女性の健康です」と理事
長の天部テルミさんは語ります。

男女共同参画社会の
実現を目指し講演会を
行うほか、女性の就職・
転職支援として、フルタ
イムで働くことが難しい
女性たちに向けて学習
会や啓発講座などを開
き、女性自身が独自の
ネットワークを作って、自
立できるように働きかけを
しています。また人と人

とが紡ぐまちづくりとしては、結成当初から13年にわたり毎年、
劇団前進座の俳優・嵐圭史さんを招き、宮島を舞台に「平家物
語」を１巻ずつ原文で朗読する会を開催。３年前からは金春流
シテ方能楽師・政木哲司さんを招いて能の鑑賞を通して、地域
文化に触れる活動もしています。

ピンクリボンキャンペーンを通して
健康な体づくりをサポート
そして活動の中心となっているのが、ブレストケア・ピンクリボ

ンキャンペーンの普及です。「日本では30代～50代の女性の死
亡原因第一位の疾患が乳がんです。早期発見・早期治療が
乳がん対策の決め手ですが、定期的に検診を受ける人はなか
なか増加しません。そのために広島県の市民団体としては初め
て、受診しやすい環境づくりを進めるブレストケア・ピンクリボン

キャンペーンの活動を、
結成した年から現在まで
続けています。幾つかあ
るそのキャンペーンの中
でも大きなイベントとなっ
ているのが、広島東洋
カープとのコラボレーショ
ンです。毎年１回「ピンクリボンdeカープ」と題し、試合当日の球
場そばにマンモグラフィ検診車を派遣し、希望者を抽選し検診
を受けていただいています。また、自己検診法を学んだり、マン
モグラフィ機器の展示や健康コーナーの開設もしています。さら
に、試合途中には主旨に賛同した広島市内の女子大学生と連
携したＰＲパフォーマンスも行っています。また同様のコラボレー
ションは、広島交響楽団の特別協賛により定期演奏会場でも
行っています」。
今後の活動については、「理念でもある男女共同参画社会の
実現を目指していく上で、女性の就業・自立意識を高めていくの
はもちろんですが、そのためには健康な体づくりは欠かせません。
結成して間もなく14年が経ちますが、乳がん検診を受診される
方は、著名人が乳がんを患ったニュースが報道されると、一時
的に増えます。しかし、時間が経つと残念ながら受診者は減少
していきます。少しずつでも、
女性一人一人の意識を高
めて定期的に受診する人
が増えることを願っていま
す」と天部さんは語ってくれ
ました。女性が自分らしくい
きいきと暮らせるように行っ
ているさまざまな活動は、
地域社会の活性化にもつ
ながっていると感じました。

女性がいきいきと暮らせる社会の実現のために多角的な活動に取り組む
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高齢社会をよくする女性の会・広島

女性の視点を大切に、おひとりさまを支える地域づくりを

▲ 平成28年５月に行われた
　 「ピンクリボンdeカープ」の様子

▲ 「ピンクリボンdeカープ」
    乳がんサバイバーによる始球式の様子

▲ 会員の皆さん

▲ 平成27年5月に行われた10周年記念事業の様子

▲ 前列、春日キスヨさん（左）、樋口恵子さん（中）、上野千鶴子さん（右）

▲ おひとりさまカフェの様子

▲ 認知症行動マップ・がん行動マップ

▲ 「ピンクリボンdeカープ」の際に
　 作った「カープコラボマフラータオル」

▲ 平成29年１月「ピンクリボンde広響」での
　 乳房モデルを使った自己検診体験学習

▲ 「大聖院で能を楽しむ会」の様子
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